
 

  

子どもが子どもで 

いられるまち 

 本市では，すべての子どもが生まれ育った環境に左右されることなく，夢や希

望をもって心身ともに健全に成長できるとともに，すべての子育て家庭が安心し

て子どもを生み育てることができる「子育ち」・「子育て」の未来都市うつのみや

を目指しています。 

 本パンフレットは，「子どもの権利」や「ヤングケアラー」，「子どもの貧困」に

ついて広く知っていただくために，作成しました。 



 

 

 

学習の遅れや 
進学への影響 

  

  

ヤングケアラーってなに？ 

18歳未満の児童（子ども）を権利をもつ主体と位置づけ，おとなと同様に

ひとりの人間としての人権を認めるとともに，成長の過程で特別な保護や配

慮が必要な子どもならではの権利も定めた「子どもの権利条約」について，

日本は平成６年に批准しています。この条約に定める子どもの権利には，大

きく分けて次のようなものがあります。 

子どもの権利ってなに？ 

本来おとなが担うと想定されているような家事や家族の世話などを日常

的に行っていることで，負担を抱える，もしくは，子どもの権利が侵害さ

れている可能性がある１８歳未満の子どものことです。 

生きる権利     育つ権利      守られる権利    参加する権利 

家庭における子どもの役割（家族の世話，お手伝いの範囲や程度）は，時代や

文化，地域などによって異なりますが，子どもの年齢や成熟度に見合った家族の

世話，お手伝いは子どもの思いやりや責任感などを育むことにつながります。 

しかし，子どもの年齢や成熟度に見合わない 

重すぎる責任や作業など，過度な負担が続くと， 

子どもにとって悪影響となります。 

出典：公益財団法人 日本ユニセフ協会ホームページ 

心身の 
健康の問題 

出典：厚生労働省ヤングケアラー特設ホームページ 



保健や福祉に関する相談について 

 ご家族の病気や介護のことなど，保健や福祉についての困り事などのご相談を伺います。 

相談時間：月曜日～金曜日（祝祭日及び年末年始を除く）午前 8時 30分～午後 5時 15分 

 ・ 保健福祉総務課（市役所１階 A１８番番窓口） ０２８－６３２－２９４１   

 ・ 平石地区市民センター  ０２８－６６１－２３６９ 

 ・ 富屋地区市民センター  ０２８－６６５－３６９８ 

 ・ 姿川地区市民センター    ０２８－６４５－４５３５  

 ・ 河内地区市民センター    ０２８－６７１－３２０５ 

 

 

  

ヤングケアラーと思われる子どもを見逃さないために 

子どもとその家庭に関する相談について 

 0～18歳未満の子どもとその家庭についてのご相談を伺います。 

 【子ども家庭支援室】 

相談時間：月曜日～金曜日（祝祭日及び年末年始を除く）午前 8時 30分～午後 5時 15分 

       ０２８－６３２－２３９０ 

青少年のさまざまな悩みに関する相談について 

 15～39歳の青少年が抱える家族や学校に関する悩み，自分の将来についての悩みなどを伺います。 

 【青少年自立支援センター「ふらっぷ」】 

  相談時間：月曜日～金曜日（祝祭日及び年末年始を除く）午前 9時～午後 5時 

       ０２８－６３３－３７１５ 

ヤングケアラーではないか？と気づくきっかけの例 

 

ヤングケアラーではないか？と思ったら 

相談窓口へ 
ご連絡を 

出典：有限責任監査法人トーマツ「多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援マニュアル」 

子ども・子育て支援推進調査研究事業（厚生労働省） 

学校で 
・ 遅刻や早退が多い 

・ 保健室で過ごしていることが多い 

・ 幼いきょうだいの送迎をしていることがある 

自宅で 
 ・ 家族の介護や介助をしている姿が見られる 

・ 毎日のように洗濯物を干している 

地域で 
 ・ 学校へ行っているべき時間に，学校以外で姿が見られる 

・ 毎日のようにスーパーで買い物をしている 

 ・ 子ども食堂での様子に気になる点がある 

 ・ 生活のために（家庭の事情により）アルバイトをしている 

 ・ ごみ問題が発生している 

 ・ 子どもが親の通訳をしている 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの貧困は，大きく分けて「経済的貧困」と「関係性の貧困」があります。 

 「関係性の貧困」にない子どもほど，前向きな気持ちを持ちやすい傾向があります。 

特に次のことを心がけて，楽しみながら子どもと接し，「関係性の貧困」を防いでいきましょう。 

また，親だけが子育ての悩みを抱えることがないよう，地域全体で子育てを支えましょう。 

１ 子どもとの交流を楽しむ 

子どもの話に耳を傾け，受け止めたり，子どものいい所を認めてほめてあげたりすると， 

子どもが自信を持つようになります。 

令和４年１１月 発行 

宇都宮市子ども部子ども未来課 

TEL 028-632-2342 

 学習習慣 
がない 

 
体験経験や 
人との関わり 
の不足 

宮っこ子育て 
応援なび 

子育て LINE 
「教えてミヤリー」 

子どもの貧困ってなに？ 

経済的貧困 

 

金銭的な要因をはじめ，

世帯収入が低い状態 

関係性の貧困 

関係性の貧困を防ぐために大切な５つのこと 

２ 子どもの生活習慣に気を配る 

朝ごはんを毎日きちんと食べたり，早寝早起きの習慣がつくと， 

子どもが規則正しく生活できるようになります。 

 

４ 子どもに経験や体験をプレゼント 

子どものやりたいことや好きなことに一緒に興味を持ったり， 

季節ごとの行事を一緒に楽しむことで，子どもに様々な経験や 

体験をさせることができます。 
 

 

３ 子どもの「勉強したい」気持ちにエールを 

宿題や提出物を一緒に見てあげたり，点数や成績にこだわらず頑張りを認めてあげると， 

子どもの勉強への意欲が高まります。 

 

５ 家庭や学校だけでなく，子どもを地域全体で見守る 

みんなで見守ることで，子どもの健やかな成長につながります。 

 生活習慣 
の乱れ 

教育，経験，人とのつながりに恵まれていない状態 

子どもが将来「経済的貧困」におちいらないように，子どものうちから「関係性の貧困」を防ぐことが重要です。 

※「関係性の貧困」は親から子へ連鎖するとともに，「関係性の貧困」に

ある子どもは将来，「経済的貧困」になりやすい傾向があります。 

 

宮っこ子育て 
アプリ 


